
福
井
の
戦
国 

歴
史
秘
話 

関
連
史
料
・
ゆ
か
り
の
地

九つ

く

も

十
九
橋ば

し

足羽川に架かる九十九橋は、明治 42（1909）年に
木造トラスに架け替えられるまで、半石半木の構造を
していました。昭和 61（1986）年に完成した現在の
橋は、九十九橋の歴史を感じさせながらも、現代的
都市の景観に合うようなデザインになっています。

【住所】福井市照手１丁目からつくも１丁目（ＪＲ福井駅より徒歩 15 分）

柴し

ば

田た

勝か
つ
い
え家

が
築
城
し
た
北
庄
城
は
、

勝
家
が
越
前
を
支
配
し
、
織お

だ田
信の

ぶ

長な
が

配
下
の
武
将
と
し
て
北
陸
方
面
に
侵
攻

す
る
上
で
重
要
な
拠
点
と
な
り
ま
し
た
。

　

天
正
３
（
１
５
７
５
）
年
に
信
長
は
、

越
前
の
一
向
一
揆
勢
を
鎮
圧
し
て
越
前
を

平
定
し
、
同
年
９
月
２
日
に
坂
井
郡
の
豊

原
寺
か
ら
北
庄
に
入
る
と
、
自
ら
城
の
縄

張
り
を
し
て
、
こ
こ
に
城
を
築
く
よ
う
に

命
じ
ま
し
た
（『
信し

ん

長ち
ょ
う

公こ
う

記き

』）。
北
庄
は

足
羽
川
と
北
陸
道
が
交
わ
る
水
陸
交
通
の

便
利
な
場
所
に
あ
り
、
戦
国
期
に
は
町
場

と
し
て
発
達
し
て
い
た
の
で
、
信
長
も
こ

の
地
を
選
ん
だ
の
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
信
長
か
ら
越
前
国
内
の
８
郡
を
与

え
ら
れ
た
勝
家
は
、
北
庄
城
主
と
し
て
城

と
城
下
町
の
建
設
に
取
り
組
み
ま
す
。
し

か
し
、
城
の
工
事
（
普
請
）
に
必
要
な
人

足
を
領
民
か
ら
一
方
的
に
徴
発
し
て
は
い

ま
せ
ん
。
で
き
る
限
り
村
で
耕
作
に
従
事

で
き
る
措
置
を
講
じ
た
の
で
す
。

　

同
９
（
１
５
８
１
）
年
に
イ
エ
ズ
ス
会

宣
教
師
の
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
が
北
庄
を

訪
問
し
た
際
の
こ
と
を
、
次
の
よ
う
に
手

紙
に
書
い
て
い
ま
す
（「
ル
イ
ス
・
フ
ロ

イ
ス
書
簡
」
よ
り
）。

“
我
等
は
市
の
入
口
の
橋
を
通
っ
た
が
、

（
中
略
）
勢
多
橋
と
同
じ
長
さ
で
、
当
市

は
又
安
土
の
二
倍
あ
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ

る
。（
中
略
）
此
城
は
甚
だ
立
派
で
、
今

大
き
な
工
事
を
し
て
居
り
、
予
が
城
内
に

進
み
な
が
ら
見
て
最
も
喜
ん
だ
の
は
、
城

及
び
他
の
家
の
屋
根
が
悉
く
立
派
な
石
で

葺
い
て
あ
っ
て
、
其
色
に
依
り
一
層
城
の

美
観
を
増
し
た
こ
と
で
あ
る
。”

　

最
初
に
フ
ロ
イ
ス
が
城
下
の
入
口
で

渡
っ
た
橋
と
は
、
足
羽
川
に
架
か
る

九
十
九
橋
（
大
橋
・
米
橋
な
ど
の
呼
称
も

あ
り
）
の
こ
と
を
指
し
て
い
ま
す
。
日
本

三
大
名
橋
と
し
て
知
ら
れ
た
「
勢
多
橋
」

（
瀬
田
唐
橋
。
滋
賀
県
大
津
市
の
瀬
田
川

に
架
か
る
。）
と
同
じ
長
さ
が
あ
る
と
記

し
て
い
ま
す
が
、
実
際
は
九
十
九
橋
の
方

が
短
か
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
の
橋
は
朝
倉

時
代
か
ら
架
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
勝
家

の
時
代
に
は
、愛あ

た
ご宕
山や

ま

（
現
在
の
足
羽
山
）

で
産
出
す
る
笏し

ゃ
く
だ
に谷
石い

し

（
凝
灰
岩
）
を
利
用

し
て
、
石
橋
と
木
橋
か
ら
な
る
半
石
半
木

の
構
造
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

フ
ロ
イ
ス
は
、
北
庄
の
町
は
安
土
の
２

倍
の
規
模
が
あ
り
、
北
庄
城
も
大
き
な
城

で
あ
っ
た
こ
と
を
綴
っ
て
お
り
、
フ
ロ
イ

ス
が
や
っ
て
来
た
時
も
ま
だ
城
の
工
事
が

続
い
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
城
や
武
家
屋

敷
の
屋
根
が
「
立
派
な
石
」
で
葺
い
て
あ

る
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
笏
谷

石
の
石
瓦
の
こ
と
で
、
こ
の
石
の
持
つ
独

特
の
青
緑
の
色
が
、
城
の
美
観
を
高
め
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
勝
家
時
代
の
北
庄
城
を
描
い
た

絵
図
（
図
面
）
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
そ
の
規
模
や
構
造
は
よ
く
わ
か
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
同
13
（
１
５
８
５
）
年
に

勝
家
の
最
期
に
つ
い
て
書
い
た
羽は

し
ば柴
秀ひ

で
よ
し吉

の
書
状
（「
毛
利
家
文
書
」）
に
は
、
北
庄

城
は
「
天
主
を
九
重
ニ
上
候
」
と
あ
り
、

高
層
の
天
守
が
築
か
れ
て
い
た
よ
う
で

す
。
北
庄
城
、
九
十
九
橋
と
も
当
時
と
し

て
は
ス
ケ
ー
ル
が
大
き
か
っ
た
よ
う
で
、

勝
家
の
勢
力
の
大
き
さ
を
う
か
が
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

越
前
支
配
の
拠
点
・

北き
た
の
し
ょ
う
じ
ょ
う

庄
城
と
半
石
半
木
の

奇
橋
・
九つ

く

も

十
九
橋ば

し　
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